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背景とねらい： 
乳牛の飼養管理では、泌乳量の増加など生産性の向上を目的として濃厚飼料が多給さ

れています。このような飼養管理状態において乾草など粗飼料が不足した場合、第一胃

発酵が異常に亢進して pHが著しく低下します。その結果、亜急性（潜在性）の第一胃

アシドーシス（SARA）に陥り、泌乳量や乳成分が低下するとともに種々の代謝病が多発

することになります。本課題では、無線式 pHセンサを活用し、乳牛の飼養管理改善、

生産性向上と疾病予防を目的として研究を行いました。 

特長と効果： 
無線式 pHセンサの性能を評価するため、実験的に SARAを誘発した牛を用いて検討し

た結果、本センサにより第一胃や第二胃（前胃）液の pHを正確に測定できることが明

らかになりました。また、濃厚飼料多給による SARA誘発試験では、反復誘発によって

しだいに第一胃液 pHの低下が軽減し（図１）、さらに、予め酵母製剤を投与した牛に

濃厚飼料を多給すると、第一胃液 pHの低下が軽度で第一胃発酵は恒常性を維持するこ

とが明らかになった（図２）。 

次に、分娩後に多発する SARAを予防する目的で、分娩前の乳牛に新規木材飼料を給

与し、分娩前後の第一胃液 pHの変化を観察した結果、給与牛では非給与牛に比べて分

娩後に第一胃液 pHが高値で推移することから、本飼料は SARAの予防に効果のあること

が明らかとなった（図３）。 

以上のように、無線式 pHセンサによって SARAの診断と摘発、酵母製剤や新規木材飼

料給与による SARAの予防効果を判定することが可能であり、本センサは酪農業の振興

に大いに貢献すると考えられた。なお、本センサのハードウェア改良とソフトウェア 

 

図１ SARA反復誘発牛における第一胃液    図２ 酵母製剤投与牛と対照牛における 

pH(1日平均値)の変化                       第一胃液 pH(1時間平均値)の変化 

M±SE, n=4, a P<0.05(1回目との有意差),  

* P<0.05（7日目との有意差） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 新規木材飼料給与牛の分娩前後における 図４ 無線式 pHセンサのソフトウェア

前胃液 pHの変化              （YCOW-Report）の画面例 

 

改良にも取り組み、無線通信データの欠落解消と専用ソフトウェアの視認性向上を実現

しました（図４）。また、本センサ商品化のために治験を行い管理医療機器の申請を行

いました。 

社会実装の対象と可能性： 

無線式 pHセンサの乳牛飼養管理改善への活用と商品化による酪農家への普及を目指

し、すでにハードウェアの改良とソフトウェアの改良を終了して無線通信データの欠落

解消と専用ソフトウェアの視認性向上を実現しました。また、平成 27年度に管理医療

機器の承認申請を行い、現在審査中です。一方、本センサの野外普及を目指して SARA

の病態解明と予防対策を検討し、新規木材飼料の給与による予防効果など新しい知見を

提示できました。本センサを活用した第一胃液 pHのリアルタイムモニターは､多くの酪

農家や指導者から広く求められている技術であることから、全国に普及・活用されるこ

とが期待されます。 
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図３ 新規木材飼料給与牛の分娩前後における 図４ 無線式 pHセンサのソフトウェア前
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